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田老第一小学校・田老第一中学校の児童生徒が

樫内第１トンネル貫通の瞬間を体験しました
５月２９日(金）、三陸沿岸道路「宮古田老道路」の樫内第１トンネルにおいて、田老

第一小学校（３、４年生３９名、教員２名）と田老第一中学校（１年生３８名、教員３
名）の皆さんに「貫通の瞬間」を体験していただきました。

暗いトンネルの中で掘削作業を見守る中、貫通とともにひとすじの光が差し込んだ瞬間、
大きな歓声と拍手が沸き起こり、児童生徒の皆さんと工事関係者などが貫通記念のくす玉
割りでお祝いをしました。

今回の取組は、これまでの現場見学会で「貫通の瞬間を是非見てみたい！」という要望
を受けて、樫内第１トンネルの施工者である三井住友・日本国土 特定建設工事共同企業
体が企画したものです。
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貫通石とは、トンネルの貫通点付近で採取された石です。その昔、神功皇后が新羅に
遠征した際に得た石を、出産時に枕元に置いたところ安産であったことに由来し、安産
のお守りとして珍重されています。

今日では最後の発破地点の石ということで、石（意思）を貫くことから合格祈願や結
婚記念など、その石を持つ人それぞれの思いが託されるようになってきています。
（引用：Wikipedia）
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